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別記様式第１号の２の３（第３１条の３関係）
	消防用設備等（特殊消防用設備等）設置届出書
年　　　月　　　日　
　秩父消防本部消防長　殿
届　出　者　　　　　　　　　　　　　　　　　　
住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　
氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　
　下記のとおり、消防用設備等（特殊消防用設備等）を設置したので、消防法第17条の３の２の規定に基づき届け出ます。
記

	設置者
	住所
	電話（　　　）　　　　　　

	
	氏名
	

	防火対象物
	所在地
	

	
	名称
	

	
	用途
	

	
	構　　 造、規　　 模
	　　　　　　　　　　造地上　　　　 階地下　　　 階

	
	
	床面積　　　　　　ｍ2　　延べ面積　　　　　　　ｍ2

	消防用設備等（特殊消防用設備等）の種類
	

	工　　　　　　　　　　　事
	種別
	新　設、増　設、移　設、取替え、改　造、その他（　　　　）

	
	施工者
住所
氏名
	住所
	電話（　　　）　　　　　　

	
	
	氏名
	

	
	消防設備士
	住所
	

	
	
	氏名
	

	
	
	免状
	種類等
	交付知事
	交付年月日
	講習受講状況

	
	
	
	
	
	交付番号
	受講地
	受講年月

	
	
	
	甲・乙
	種類
	
	
	
	年　 月

	完成年月日
	

	※受　付　欄
	※決　　　裁　　　欄
	※備　　　考

	
	
	


備考　１　この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
　　　２　消防用設備等設計図書又は特殊消防用設備等設計図書は、消防用設備等又は特殊消防用設備等の種類ごとにそれぞれ添付すること。
　　　３　※欄には、記入しないこと。

別記様式第１
	消　火　器　試　験　結　果　報　告　書

実施日　　　　　年　　月　　日　

実施者　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

住　所　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

氏　名　　　　　　　　　　　　　　　　　　

	用途
	（　　　）項　
	構造
	耐火構造で内装制限したもの　 その他

	延べ面積
	ｍ2
	必要能力単位
	
	緩和対象の消火設備
	有　無

	付加設置部分の有無
	　有（少量危険物・指定可燃物・電気設備・火気使用設備）　　　無

	階
	用途
	消火器の種別及び個数
	
	結　　　　　　 果

	
	
	ａ
	ｂ
	ｃ
	ｄ
	ｅ
	ｆ
	合計
	Ａ
	Ｂ
	Ｃ
	適応性
	設置場所　等
	標　識
	機　器

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	合計
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	――――――

	備　　考
	


備考１　この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とすること。
　　２　選択肢のある欄は、該当する事項を○印で囲むこと。
　　３　ａは粉末消火器、ｂは泡消火器、ｃは強化液消火器、ｄは二酸化炭素消火器、ｅはハロゲン化物消火器及びｆは水消火器をいう。また、能力単位Ｃ欄は、該当する消火器が設置してある場合に○印で記入すること。
　　４　付加設置すべき部分がある場合には、各階ごとに、用途の欄にその部分を記入すること。
　　５　結果の欄には、良否を記入すること。


